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1.　ブ ラジャーはガ ードル と共に整 姿を 目的 とするフ

ァンデーションの一つ であるが，着装 時に人体の運 動に

伴 なって皮膚 との間に ずれを生じ，整 姿の目的 を果 さな

くなることはよく知られてい る。 ところで，ブ ラジャー

の機 能として着装 による人体の防振 ということも考えら

れ る。 特に， スポーツをする場合には外皮 の振 動を全く

防 止するこ とも必要となる。 そこでわれわれは， 人体加

速 度計を用いて運動による乳房各部 の加速度を測定し，

ブ ラジャ ー着装による防振効果を研究した。

2.　人 体加速度計を用いて跳躍，速歩な どの各運動に

対 して乳房 の加速度の大きさを加速度 の倍数 として求め

た。

3.　加速度の大きさは乳房 各 部 によっ て異 なり，0.1

~4 の間に変化 し， 振動伝達が異なるこ とがわかった。

またブラジャー着装による防振効果は一般に 大きく，普

通 のブ ラジ ャーでも跳躍 のような短時 間に大 きな振 動数

を与える場合には防振効果が 大きい ことがわかっ た。し

かし，現在市販 されてい るスポーツ用ブ ラジャーでは防

振 の効果が 少ない とい うこともわかった。


